
筑
西
市

伊
達
市小

山
駅

福
島
駅

名峰 霊
りょうぜん

山（標高 825m）

伊達市

東に国の史跡・名
勝に指定されてい
る名峰「霊山」、
西に雄大な吾妻の
峰々を日々仰ぎ見
る自然に恵まれて
います。

人口：55,905 人

広大な敷地に
一斉に咲き誇
る 桃 の 花 は、
満開になると
一面ピンクの
絨毯を敷き詰
めたような景
観を作り出し

ます。また、伊達市の桃は他の産地より
も桃の収穫までの生育期間が長いため、
甘味が強く、果肉が締まっています。

30 組 100 台を超える太鼓が集結。
総勢 600 人の打ち手による同時打ち
は、雷鳴の如く大地を揺るがします。

天永 12 年（1111 年）

中舘にある伊佐城跡の碑
奥州合戦の戦場一つ
石
い し な ざ か

那坂の戦跡地に残る碑

文治５年（1189 年）

一度は訪れたい伊達市の名所・絶景

９
０
０
年
の
歳
月
を
経
て

筑
西
市
と
伊
達
市
の
繋つ

な
が
り

伝統の美を叩き出す 霊山太鼓まつり

写真

藤
原
実
宗
が
中
村（
現
中

藤
原
実
宗
が
中
村（
現
中

舘
）に
伊
佐
城
を
築
き
、

舘
）に
伊
佐
城
を
築
き
、

伊
佐
実
宗
と
名
乗
る
。

伊
佐
実
宗
と
名
乗
る
。

伊伊い

さ

い

さ佐佐
実実さ
ね
む
ね

さ
ね
む
ね宗宗
（
初
代
）

（
初
代
）

友好都市

福島県　　市
　
２
月
２
日
、
本
市
と
友

好
交
流
協
定
な
ど
を
締
結

し
た
福
島
県
伊
達
市
。
伊

達
氏
発
祥
の
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
低
差
の
あ
る
地
形
か

ら
、
美
味
し
い
果
実
が
栽

培
し
や
す
く
、
桃
の
全
国

有
数
の
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
伊
達
市

の
魅
力
及
び
友
好
交
流
協

定
の
締
結
を
記
念
し
て
行

わ
れ
た
両
市
長
対
談
を
紹

介
し
ま
す
。

伊
佐
伊
佐
朝朝と
も
む
ね

と
も
む
ね宗宗

（
５
代
）

（
５
代
）

奥
州
合
戦
（
東
北
地
方
）

奥
州
合
戦
（
東
北
地
方
）

で
鎌
倉
政
権
の
勝
利
に
貢

で
鎌
倉
政
権
の
勝
利
に
貢

献
。
長
男
の

献
。
長
男
の
為為た
め
む
ね

た
め
む
ね宗宗

と
三
と
三

男
の
男
の
資資す
け
つ
な

す
け
つ
な綱綱

は
伊
佐
城
に
残

は
伊
佐
城
に
残

り
、
朝
宗
、
次
男

り
、
朝
宗
、
次
男

のの
為為た
め
し
げ

た
め
し
げ重重
、
四
男
の

、
四
男
の

為為た
め
い
え

た
め
い
え家家
が
伊
達
郡

が
伊
達
郡

に
移
り
、
伊
達
氏

に
移
り
、
伊
達
氏

を
名
乗
る
。

を
名
乗
る
。

伊達の桃源郷は別世界

艶のあるアメ色と、やわら
かくとろりとした食感が特
徴です。

100年続く 伊達のあんぽ柿

福 島 県

伊達市

伊達

東北新幹線

東北自動車道

阿武隈急行線

約３時間

約 2.5 時間

日本百景や新日本百名山のひとつでもある名峰霊山。奇岩怪
石が山全体に見られ、四季折々の彩りに岩の陰影が映し出さ
れる美しく力強い霊山には、伊達にしかない魅力があります。

伊達市HP
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申込みは
こちら

伊達市名産品をプレゼント
申込締切：３月 12 日（水）

10名様 10名様

須
藤
市
長
：
伊
達
市
は
、
豊
か
な
自
然

と
歴
史
的
背
景
が
融
合
し
た
魅
力
的
な

ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

須
田
市
長
：
筑
西
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

豊
か
な
自
然
と
肥
沃
な
大
地
、
そ
し
て

地
域
で
伝
統
を
守
る
ま
ち
で
す
。

須
藤
市
長
：
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を

共
有
し
、
両
市
が
将
来
充
実
す
る
た
め

の
ニ
ー
ズ
を
予
測
し
な
が
ら
連
携
を
進

め
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
防
災
面
で

も
、
自
治
体
同
士
の
協
力
体
制
が
確
立

で
き
た
こ
と
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心

に
繋
が
り
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

須
田
市
長
：
子
育
て
支
援
分
野
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
施
策
を
共
有

し
、
相
互
に
学
び
合
う
こ
と
に
よ
り
地

域
の
子
育
て
環
境
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
市
民
相
互
の
交
流
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
が
広
い
視
野
を
持
ち
、

多
様
な
価
値
観
を
理
解
す
る
機
会
を
持

て
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

須
田
市
長
：
今
回
の
協
定
締
結
が
、
未

来
に
向
け
た
新
た
な
道
の
り
の
始
ま
り

と
な
り
ま
し
た
。
伊
達
市
、
筑
西
市
の

友
情
と
理
解
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

古くから梁川の八幡宮として信仰がある神社で、朝宗がこの
地に来てから伊達市の氏神である亀岡八幡を合祀しました。
17 代政宗が初陣の際、戦勝祈願に参詣したと伝わります。

参勤交代時に観音寺に寄贈され参勤交代時に観音寺に寄贈され
たた螺螺

ら で んら で ん
鈿鈿 ( 貝殻細工 ) の( 貝殻細工 ) の硯硯

すずりばこすずりばこ
箱箱

明和７年（1770 年）

筑西市 伊達市
市長須藤　茂 市長須田  博行

友好交流協定及び大規模災害時における相互応援に関する協定の
締結を記念して、筑西市と伊達市の両市長が対談しました。

【申】【問】広報広聴課（本庁４階）☎︎２４−２１７２

17 代 政宗も戦勝祈願した 梁
やながわ

川八
はちまん

幡神
じんじゃ

社

お
互
い
の
市
の
イ
メ
ー
ジ

お
互
い
の
市
の
イ
メ
ー
ジ

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

筑
西
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

筑
西
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

伊伊だ

て

だ

て達達
政政ま
さ
む
ね

ま
さ
む
ね宗宗
（（
1717
代
）
代
）

朝
宗
か
ら
政
宗
の
代
ま
で

朝
宗
か
ら
政
宗
の
代
ま
で

伊
達
郡
で
勢
力
を
伸
ば

伊
達
郡
で
勢
力
を
伸
ば

し
、
現
在
の
仙
台
ま
で
領

し
、
現
在
の
仙
台
ま
で
領

土
を
広
げ
る
。
中
舘
の
観

土
を
広
げ
る
。
中
舘
の
観

音
寺
に
残
る
書
物
か
ら
、

音
寺
に
残
る
書
物
か
ら
、

参
勤
交
代
の
帰
省
時
に
仙

参
勤
交
代
の
帰
省
時
に
仙

台
藩
７
代
藩
主
、

台
藩
７
代
藩
主
、
重重し
げ
む
ら

し
げ
む
ら村村
がが

伊
達
氏
ゆ
か
り
の
地
「
伊

伊
達
氏
ゆ
か
り
の
地
「
伊

佐
」
を
訪
れ
て
い
た
こ
と

佐
」
を
訪
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

が
わ
か
る
。

歴
史
的
な
繋つ

な

が
り
は

強
い
絆
に

百
年
先
も

手
を
取
り
合
っ
て

伊達市の美味しいものをおすそわけします。
①伊達鶏手羽先を使った「伊達鶏茶漬け」（２人前）
②福島 桃の恵み 190g（３本）
応募方法： 必要事項を記入しメールで

（応募多数の場合は抽選）
①�市内在住・在学・在勤の人で、賞品を

広報広聴課窓口で直接受け取れる人
②応募は１人１回まで

応募条件：�

※当選のお知らせは、メールで通知します。

両市長対談両市長対談「筑西市「筑西市 伊達市」伊達市」××
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